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下顎神経(N
床臨検査

1 知覚検査

2 . 運動検査:攻筋 ( M . masseter ) は摘をかみ し めさせて ， 予

でU交筋肉収納，大与さを触れる "

内、外翼突筋 ( M m . pterygoid 

写[Ilが左布 tニ f吊くか再かを見る 。

思 1則に 10.\ 1立する{図 C ) 。 また下 17買を方有に!i'JJカ ・ させる 。

3 校筋反射 梓〈閥「寸させ頭部に桁をあてその上をハン

"交筋が収縮 し 閉 n する u 重要な脳神崎吉ri

必ず核または米州ユユーロンの

これは運動枝は tr:ki

lUIJf~吾害では

絞卜性的問lnlJ '1"1'傷害により . 1反'住球麻縛

";;(筋反射 が Jじ進し . 鴨下運動が慢される向

2 . 三叉神経痛。

3 . 解両院主知覚R見失(特に t艮 ・ 痛党 ) : 延髄空洞症にみられる 。

4 唆筋症!it ( Trismus )Li 狂犬病 ，

んかん .

ト 運動伎のー側麻療 :主 .

f窃さであゐ{周作診断的価値が大〉匂

ーとテタヌ Ã .

キ主 H主主グ〉

テタニー .

の大脳からの支配をうけるため .

ヒステリーにみる 。

J:l章容を示きない。

を来たし .

Int. et. ext. ) : 主 11F1U 何度合と下

-mlJ の傷者によ')下顎が

と

域的深汗1\反射である 。

マーでnp < 

神絡はそれぞれの筋肉に入る 。

筋もそれぞれ r顎神伐均、らム宵己されている の

自 律神経は工平子'1'経筋 ( Ggl . oticum ) が卯同干しの筒下にあり .

下空民事何王町内1ftIJ についている も 小祭主体神幸子 . 交!百匹神ぬと

連絡 し . Z - 3 木町伎を下顎神経に送って いる 。 小宮1主体

神続は ( 医 ) その中に J.j下以の分i.e.神絡を合む 。

顎下神経節 ( Gg l. submandibula r e ) は骨神経につづさ . 顎下

月阜のすぐ」ーにある。舌神絞め中を通る立宣言R神経 ( VIJ )の分

泌総維と倒防i動脈町中を走る交感神統 !1 この神経節的中

これかり羽下時行下腺へ引く分泌総維があ る 。

ロヨE申礼治筋および鼓限必

に つ正神事壬の ô(\:i f支で .

空目覚枝 !よ F顎から IUIJ v.íl部へ かけての知覚 .

ド執の在位 . 糊肉 .

る " また IJìぜH'i硬膜へむ校合 i忌 Pう ている 。

通勤続~:t n十l 四時筋校ともいわれる 。

U尖崩事l'粁 I:!. 外拠突筋肉上を i量り下顎切痕か Jっ吹筋肉内 1WJ

I耐に入リ ， 涼 mlJ uCt神続 1 .1 . 前後 2 本あリ外拠突筋の!ーか

ら fHlJ liíi筋の ，tl !ニ入リ ， また I吋 mlJ ~輿突筋+中将 外 i11 '1 間突 持活

運動知覚のiJ~合併長州経である の

止干 ずト . srキムl j位 .

M村膜の知覚を吉1
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(V 3 ) 下顎神経の知覚支配

言語 卜-/2~至島正

4E下線

' ー ♂

. 

一

草壁突~ñ府 J草に J. ゐ問亡日号の下顎の偏{立
援突可ち(;1:下鈎を三由f立に E く 作売をもっ
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